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9
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
の
意
見
書
、
町
長
か
ら
人
事
や
平
成
30
年
度
会
計

決
算
認
定
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、
条
例
制
定
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
各

常
任
委
員
会
で
議
案
を
審
議
し
、
本
会
議
に
お
い
て
決
算
以
外
を
採
決
し
た
結
果
、

い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

決
算
認
定
は
、
十
分
な
審
議
を
す
る
た
め
決
算
特
別
委
員
会
で
後
日
調
査
し
ま
す
。

今
後
の
水
道
施
設
の
更
新
・
耐
震
化

な
ど
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

令
和
2
年
1
月
分
か
ら
水
道
料
金
を
平

均
24
％
引
き
上
げ
る
た
め
の
条
例
改
正
。

〇 

用
途
別
料
金
体
系
（
家
事
用
や

営
業
用
な
ど
）
が
廃
止
さ
れ
、

口
径
別
料
金
体
系
と
な
る
。

〇
基
本
水
量
が
廃
止
さ
れ
、
基
本

料
金
と
な
る
。

●
水
道
事
業
給
水
条
例
の
改
正

水
道
料
金

平
均
24
％
引
き
上
げ

9月定例会
9月6日～24日

（例）一般家庭、口径20mmで
　　1カ月20㎥使った場合（税抜）

どうなる水道料金？

<現行料金>
　①基本料金＋②超過料金
　　＋③メーター使用料
　　　　　＝2329円→

＜改定後の料金＞
　①基本料金＋②従量料金
　　　　　＝2850円

条
例
改
正
は
可
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
事
業
に
対
し
て
意
見
や
要
望

を
述
べ
る
た
め
、
附ふ

帯た
い

決
議
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

■
水
道
事
業
給
水
条
例
の
改
正
に

対
す
る
附
帯
決
議
■
（
概
要
）　

１
．
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、

今
後
も
住
民
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
す
こ
と
。

２
．
財
源
の
見
通
し
を
迅
速
に
、

的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

京
都
府
に
対
し
て
も
最
大
限
の

要
望
を
し
、
今
後
の
改
定
に
つ

い
て
は
最
小
限
の
引
き
上
げ
幅

に
押
さ
え
る
こ
と
を
最
大
の
目

標
と
し
て
取
組
む
こ
と
。

３
．
次
回
料
金
改
定
で
は
、
改
定

ま
で
の
経
営
努
力
を
明
確
に
し

た
上
で
、
事
前
に
議
会
、
住
民

に
対
し
て
十
分
な
説
明
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
住
民
理
解
を

得
る
努
力
を
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

提
出
者　

樋
口
房
次

水
道
料
金
改
定
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水
道
料
金

平
均
24
％
引
き
上
げ

9月定例会
9月6日～24日

補正予算
令和元年度令和元年度

中学校壁面タイル第2期工事費
4419万円

久御山中学校南校舎の壁面タイル修繕工事
と監理、足場の架設などの費用。

地域防犯・防災対策補助　　80万円
4自治会に防犯カメラ購入費を補助。

こども園児散歩コースの
安全対策費	 378万円
ゆうホール前の交差点や公団
バスターミナル付近の交差点
に防護柵（ガードパイプ）を
設置するなどの安全対策費用。

■令和元年度補正予算 ＊万円未満四捨五入

区　分 補正額 補正後の額
一般会計（第2号） 2億5489万円 76億1474万円

特別
会計

国民健康保険（第1号） 2768万円 20億7338万円
三郷山財産区（第1号） 40万円 2559万円
介護保険（第2号） 4617万円 14億5565万円
後期高齢者医療（第1号） 1161万円 2億3701万円

水道
事業会計
（第1号）

収益的収入 376万円 5億2503万円
収益的支出 4万円 5億7690万円
資本的収入 9717万円 1億4277万円
資本的支出 37万円 1億9009万円

下水道
事業会計
（第1号）

収益的支出 90万円 7億7594万円
資本的支出 17万円 4億5061万円

水
道
料
金
Q
＆
A

Q

Q

QQ

QQ Q

A

A

AA

AA A

料
金
改
定
の
必
要
性
は
い
つ
ご
ろ

か
ら
認
識
し
て
い
た
の
か
。

平
成
27
年
に
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

成
し
た
時
。

府
営
水
道
の
算
定
を
50
円
と
し
て

い
た
が
、
実
際
に
は
55
円
に
な
る
。

24
％
の
値
上
げ
で
大
丈
夫
な
の
か
。

55
円
で
算
定
す
る
と
、
40
・
２
％

の
値
上
げ
が
必
要
と
な
る
。

今
後
の
収
支
の
状
況
を
み
る
中
で
、

改
定
額
を
検
討
し
た
い
。
５
年
後

に
改
定
を
考
え
て
い
る
が
、
住
民

に
情
報
提
供
を
し
て
い
く
。

京
都
府
営
水
道
料
金
の
改
定
率
が

想
定
よ
り
高
い
場
合
、
平
均
24
％

よ
り
さ
ら
に
値
上
げ
す
る
の
か
。

今
回
は
、
こ
れ
以
上
の
値
上
げ
は

考
え
て
い
な
い
。
数
年
後
に
見
直

し
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

下
水
道
の
料
金
改
定
の
予
定
は
あ

る
の
か
。

予
定
し
て
い
な
い
。

基
本
料
金
を
用
途
別
か
ら
口
径
別

に
す
る
理
由
は
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
変
更
す
る
。

24
％
の
値
上
げ
を
す
る
こ
と
で
、

収
益
は
ど
れ
く
ら
い
増
加
す
る
の

か
。

年
間
９
０
０
０
万
円
の
収
益
が
見

込
ま
れ
る
。

水
道
会
計
へ
一
般
財
源
か
ら
の
補ほ

填て
ん

は
で
き
な
い
の
か
。

公
営
企
業
法
に
反
す
る
の
で
一
般

財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
考
え
て

い
な
い
。

●
議
員
全
員
協
議
会
（
８
月
22
日
）

●
総
務
事
業
常
任
委
員
会（
９
月
12
日
）

住民説明会も開催された水道料金改定
（8月28日・29日）

防護柵設置予定箇所
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３
～
５
歳
児
の
１
号
認
定
（
幼
稚

園
）
児
と
２
号
認
定
（
保
育
所
）
児
の

保
育
料
を
無
償
と
す
る
た
め
の
条
例
改

正
。
10
月
１
日
か
ら
実
施
。

無
償
化
に
伴
い
、
給
食
費
は
実
費
負

担
と
な
る
が
、
主
食
費
を
町
が
負
担
。

１
・
２
号
認
定
児
は
副
食
費
が
実
費

負
担
。

と
う
ず
み
こ
ど
も
園
の
分
園
機
能
を

本
園
の
敷
地
内
に
移
転
し
、
０
～
５
歳

ま
で
の
保
育
・
教
育
施
設
と
す
る
た
め
、

工
事
を
請
負
う
事
業
者
と
契
約
を
締
結

し
た
。

▼
契
約
金
額　
　

２
億
６
１
２
５
万
円

▼
契
約
業
者　
　

南
山
・
巴
山
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体 

▼
予
定
工
期　
　

令
和
元
年
９
月
25
日
～
令
和
2
年

12
月
28
日

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
い
て
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
令
和
元
年
9
月
16
日
か
ら

3
年
。

小
寺
道
夫
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。任

期
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

4
年
。

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
い
て
推

薦
す
る
こ
と
に
適
任
と
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

3
年
。

軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
税
率

を
１
年
間
１
％
軽
減
す
る
た
め
の
町
税

条
例
の
改
正
。

ま
た
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
配
慮

し
、
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

は
、
適
用
期
限
を
２
年
間
延
長
す
る
。

<

１
人
あ
た
り
の
副
食
費>

条
例
改
正

契
　
　
約

人
　
　
事

▼
１
号
認
定
児

　

月
額
２
５
０
０
円

▼
２
号
認
定
児

　

月
額
５
０
０
０
円

増改築整備される「とうずみこども園」

表彰をうける自治功労者

★自治功労者のみなさん★

幼
児
教
育
無
償
化

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員

人
権
擁
護
委
員

と
う
ず
み
こ
ど
も
園
施
設
一
体
化

軽
自
動
車
税
の
特
例
延
長

＊
住
民
税
非
課
税
世
帯

や
ひ
と
り
親
世
帯
は
、

所
得
に
よ
り
減
免
。

村む
ら

田た　

傳で
ん

四し

郎ろ
う 

氏

田た

口ぐ
ち　

賀よ
し

彦ひ
こ 

氏

小こ

西に
し　

義よ
し

清き
よ 

氏

今い
ま

村む
ら　

曉き
ょ
う

子こ 

氏

河か

原わ
ら

﨑ざ
き

博ひ
ろ

之し　

氏

樋ひ

口ぐ
ち　

房ふ
さ

次つ
ぐ　

氏

田た

中な
か　

裕ひ
ろ

已み　

氏

久く

乗の
り　

清き
よ

和か
ず　

氏

濵は
ま

伊い　

睦む
つ

子こ　

氏

松ま
つ

尾お　
　

憲あ
き
ら　

氏

坂さ
か　
　

正ま
さ

義よ
し　

氏

山や
ま

田だ　

公き
み

惠え　

氏

塩し
お

屋や　

千ち

鶴づ
る　

氏

久く

乘の
り　

由よ
し

次つ
ぐ　

氏

坂さ
か　
　

洋よ
う

子こ　

氏

大お
お

宮み
や　

竹た
け

志し　

氏
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９
月
６
日
の
本
会
議
で
は
、「
下
水

道
施
設
の
改
築
に
係
る
国
庫
補
助
の
継

続
に
関
す
る
意
見
書
」
が
、
全
員
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

人事

人権擁護委員の推薦につき意見を求める
自治功労者としての表彰礼遇につき同意を求める
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を
求める
教育委員会委員の任命につき同意を求める

条例

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法
律の施行に伴う関係条例整備
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化
等を図るための関係法律の整備に関する法律の施
行に伴う関係条例整備
子ども・子育て支援法の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例整備
印鑑条例一部改正
上水道工事分担金条例一部改正
公共下水道使用料徴収条例一部改正

意見書 下水道施設の改築に係る国庫補助の継続
に関する意見書

補
正
予
算

一般会計（第2号）

国民健康保険特別会計〈事業勘定〉（第1号）

三郷山財産区特別会計（第1号）

介護保険特別会計（第2号）

後期高齢者医療特別会計（第1号）

水道事業会計（第1号）

下水道事業会計（第1号）

会派名 公明党 共産党
くみやま
改革保守

の会
くみやま
みらい

ネクスト
くみやま

政策
研究会

結
果　　　　　　　　　　　　議員名

議案　　　　　　　　　　　

岩
　
田
　
芳
　
一

戸
　
川
　
和
　
子

中
　
野
　
ま
　
す
　
み
　

巽
　
　
　
悦
　
子

芦
　
田
　
祐
　
介

田
　
口
　
浩
　
嗣

松
　
本
　
義
　
裕

林
　
　
　
吉
　
一

島
　
　
　
宏
　
樹

篠
　
田
　
久
　
和

樋
　
口
　
房
　
次

松
　
尾
　
　
　
憲

中
　
井
　
孝
　
紀
　

決議 「水道事業給水条例一部改正について」に対す
る附帯決議 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 可決

条例

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例制定 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

町税条例等一部改正 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

水道事業給水条例一部改正	 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 可決

契約 とうずみこども園整備工事請負契約の締結	 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

財産
取得 財産の取得（マイクロバス） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 可決

◆全員賛成で可決した議案等

◆意見が分かれた議案
〇＝賛成　×＝反対（注）表中の〇及び×（太字）は、〇＝賛成討論、×＝反対討論をおこなっています。 

＊内田議長は、議決権がありません。

議
案
の
　

採
決
結
果

下
水
道
施
設
改
築

補
助
の
継
続
求
め
る

国
の
財
政
制
度
等
審
議
会
に
お

い
て
、
汚
水
施
設
の
改
築
は
原
則

と
し
て
使
用
料
で
賄
う
べ
き
と
の

趣
旨
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

下
水
道
は
、
高
い
公
共
性
を
有

す
る
社
会
資
本
で
あ
り
、
水
質
汚

濁
防
止
法
に
も
国
の
責
務
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
は
、
下
水
道
事
業

の
継
続
的
か
つ
計
画
的
な
遂
行
に

よ
り
、
将
来
に
わ
た
り
住
民
生
活

や
社
会
経
済
活
動
を
守
り
、
快
適

な
暮
ら
し
を
支
え
る
と
と
も
に
公

共
用
水
域
の
水
質
を
保
全
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
下
水
道
施
設

の
改
築
に
か
か
る
国
庫
補
助
金
を

継
続
す
る
よ
う
に
強
く
求
め
る
。

　
　
　

提
出
者　

田
口　

浩
嗣
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閉会中の継続調査　８月７日 閉会中に継続しておこなった事務調査を報告します

30
年
度
決
算

経
費
増
で
赤
字
計
上

水道事業の経営

人口減少で水需要が減少
町水道事業の現状は、人口減少や節水

意識の定着、大口使用者の井水併用など
により近年水需要が減少を続けており、
給水収益も減少を続けている。

将来的にも人口減少が進んでいくこと
が予想され、給水収益はさらに減少して
いく見込み。

30年度決算は大幅赤字
平成28年には、町が受水している京都

府営水道の料金改定があり、経費が大幅
に増加した。

その結果、平成30年度決算では大幅な
赤字を計上する見込みとなっており、繰
越利益余剰金では穴埋めできず、昭和43
年の事業開始以来、初めて欠損金を計上
する見込み。

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

テスト運行を体験する住民

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
が

増
え
て
い
る
要
因
は

御
牧
地
区
の
地
域
公
共
交
通

テ
ス
ト
運
行
と
は

QQQ

Q

AA

AA

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
の
増
を

見
込
ん
で
い
る
が
、
そ
の
現
状
は
。

６
月
末
時
点
で
比
較
す
る
と
、
平

成
30
年
度
は
３
３
７
万
円
、
令
和

元
年
度
は
５
７
８
万
円
と
な
り
、

昨
年
度
か
ら
増
加
し
て
い
る
。

寄
附
金
が
増
加
し
て
い
る
要
因
は
。

Ｋ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
電
波
塔
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
寄
附
件
数
が
最
も
多
い
。

７
月
末
時
点
で
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
金
７
６
８
万
円
の
う
ち
、

５
６
２
万
円
で
、
４
７
２
件
に
の

ぼ
る
。

御
牧
地
区
の
8
自
治
会
に
周
知
し

て
、
テ
ス
ト
運
行
を
実
施
す
る
。

　
９
月
定
例
会
の
常
任
委
員
会
で
は
、
９
月
1２
日
に
各
課
か
ら
議
案
の
説
明
を
う
け

て
、
審
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
応
答
を
報
告
し
ま
す
。

車
い
す
な
ど
の
利
用
も
対
象
と
し

て
い
る
の
か
。

テ
ス
ト
運
行
で
は
、
福
祉
車
両
の

運
行
は
想
定
し
て
い
な
い
。
今
回

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
意
見
を

も
と
に
、
ど
の
よ
う
に
社
会
実
験

を
実
施
す
る
の
か
を
検
討
し
た
い
。

乗
車
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
方

法
は
。

車
内
で
実
施
す
る
。

計画的に配水管の更新
水道施設の更新については、令和９年

度までに重要給水施設配水管耐震化事業
を進め、令和11年度までに鉛製給水管改
修事業を完了させる計画で進めている。

令和12年度以降には、老朽配水管の更
新工事を順次おこなう予定。
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閉会中の継続調査　７月30日 閉会中に継続しておこなった事務調査を報告します

通
学
路
に

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設
置
を

通学路の安全点検 中学校タイル修繕工事

通学路の安全対策を確認
町内でも特に危険と感じる栄１・２丁

目にある信号のない横断歩道と市田にあ
る丁字路の横断歩道の２カ所で現地調査
をおこなった。

その後、通学路の安全確保についてま
とめた通学路交通安全プログラムによる
取り組みの説明を受け、警察署や道路管
理者と連携し対策を進めていることを確
認した。

グリーンベルトの設置を
委員からは、「横断歩道のグリーンベ

ルトの設置を進め、注意喚起が必要」「通
学路に限らずこども園に通っている園児
や小さな子どもたちの安全確保も必要」
などの意見があり、今後も更なる交通安
全対策を講じるように要請した。

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

特別養護老人ホームの建設予定地

危険性を確認する委員（栄1・2丁目）

幼
児
教
育
無
償
化
に
よ
る

給
食
費
の
徴
収
は

京
都
府
内
産
木
材

使
用
の
こ
だ
わ
り
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

概
要
は

Q

Q

A

A

無
償
化
に
よ
る
こ
ど
も
園
児
の
給

食
費
は
。

１
・
２
号
認
定
児
の
主
食
費
相
当

額
は
、
町
が
負
担
。

副
食
費
は
１
号
認
定
２
５
０
０
円

（
１
食
１
９
０
円
）
を
11
カ
月
分
、

２
号
認
定
５
０
０
０
円
（
１
食
２

７
０
円
）
を
12
カ
月
分
、
給
食
費

と
し
て
徴
収
。

３
号
認
定
は
、
保
育
料
で
徴
収
。

佐
山
西
ノ
口
に
新
設
さ
れ
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
部
屋
の
ス
タ

イ
ル
は
。
ま
た
、
地
元
優
先
で
入

所
で
き
る
の
か
。

　
９
月
定
例
会
の
常
任
委
員
会
で
は
、
９
月
13
日
に
各
課
か
ら
議
案
の
説
明
を
う
け

て
、
審
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
応
答
を
報
告
し
ま
す
。

部
屋
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
。

介
護
施
設
は
ど
こ
の
方
で
も
入
所

で
き
る
の
で
、
地
元
優
先
は
な
い
。

タイル修繕工事は令和２年９月まで
久御山中学校南校舎タイル修繕工事の

現在までの経過、今後の予定を再度確認
した。

令和元年７月31日に第１期修繕工事を
終了し、この工事で実施できていない部
分を第２期工事として、令和２年９月末
ごろまでに実施することが、報告された。

QA
と
う
ず
み
こ
ど
も
園
整
備
工
事
で

国
庫
補
助
金
が
つ
か
な
い
中
、
起

債
を
し
て
ま
で
、
費
用
が
か
か
る

木
材
を
使
用
す
る
理
由
は
。

木
の
温
も
り
の
中
で
育
て
た
い
。

新
築
園
舎
の
壁
や
旧
園
舎
の
腰
板

な
ど
に
、府
内
産
木
材
を
使
用
す
る
。
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■平成30年度会計決算（予定）	 	 	 	 　　

区　分 歳入総額 歳出総額 差引額
一般会計 72億6270万円 69億9428万円 2億6842万円

特別会計
    

国民健康保険 20億6514万円 20億3446万円 3068万円
三郷山財産区 913万円 858万円 55万円

介護保険 13億7380万円 13億3684万円 3696万円
後期高齢者医療 2億3865万円 2億2699万円 1166万円

水道事業
会計

収益的収支 5億2913万円 5億6393万円 ▲3480万円
資本的収支 1億1197万円 2億3060万円 ▲1億1863万円

下水道 
事業会計

収益的収支 7億5634万円 7億5417万円 217万円
資本的収支 2億2996万円 3億7000万円 ▲1億4004万円

＊万円未満四捨五入

9
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
平
成
30
年
度
の
各
会
計
決
算
認
定
7
議
案
は
、
十
分

な
時
間
と
よ
り
詳
細
な
審
査
を
お
こ
な
う
た
め
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
審
査
の
日
程
お
よ
び
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

  ◆審査日程

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

平
成
30
年
度
会
計

　決
算
を
調
査

平
成
30
年
度
会
計

　決
算
を
調
査

10/2 10/4 10/15 10/18 10/21 10/23

現地調査
（30年度に完成

した工事場所
の現地調査）

部局別審査（各課の詳細な審査、質疑応答）

総括審査
（付託された決

算を委員会で
採決）

総務部
消防本部
会計課

議会事務局

事業建設部 教育委員会 民生部

  ◆委員会構成

委 員 長	 林　　吉一（くみやまみらい）
副委員長	 岩田　芳一（公明党議員団）
委　　員	 芦田　祐介（くみやま改革保守の会）　
	 篠田　久和（ネクストくみやま）

	 松本　義裕（くみやまみらい）

	 中野ますみ（日本共産党議員団）

	 中井　孝紀（久御山政策研究会）

決
算
審
査
と
は
？

　
決
算
審
査
で
は
、
予
算
が
適
正
に
使

わ
れ
て
い
た
の
か
、
成
果
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
審
査
で
実
施
し
た
事
業

な
ど
を
、
今
後
の
町
行
政
の
あ
り
方
や

予
算
の
使
い
方
の
改
善
に
役
立
て
る
な

ど
、
重
要
な
意
義
を
も
ち
ま
す
。

　
な
お
、
12
月
定
例
会
で
最
終
審
議
と

な
り
ま
す
。

＊
現
地
調
査
の
写
真
（
下
）

佐山保育所跡地の内屋敷公園新規購入された消防ポンプ車

（▲＝減額）
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P10

P11

P12

P13

P14

P15

P16

P18

P17

一般質問では、行政全般について執行機関（町長など）に質問
しました。今回は、9人の議員が登壇しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一括
質問

一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。議員の質問時間は30分以内。一問
一答

議員の質問時間の制限はなく、質問回数は２回まで。一括
質問

議会だより・会議録はこちら

久御山町議会 検索

定例会の映像配信
久御山町議会ホームページから生中継
と録画映像がご覧いただけます。

※印の質問事項は紙面の都合上掲載しておりません。録画映像をご覧ください。

こ
こ
が

　 き
た
い

一 般
質 問

こ
こ
が

　 き
た
い

聞

9議員が
登壇

①道路行政等
②熱中症対策と動静把握※　
③教員の働き方改革
①大雨による災害対策及び治水対策
②久御山町の魅力発信 　
③多目的オムニコート（人工芝）の整備

①小規模企業振興基本法　　②不登校
③地域公共交通

①御牧校区の地域公共交通
②タブレット導入によるペーパレス化と
　働き方改革

①防災
②学校教育
①特別養護老人ホームの進捗状況と役割
②高齢者に優しい都市（エイジフレンドリーシティ）

①水道料金改定

①中軽度聴覚障害者への補聴器購入補助※
②水道料金の平均24％の引き上げ

①中学校校舎の外壁タイル修繕工事
②みまきこども園の施設整備

芦田　祐介 議員

松本　義裕 議員

中野ますみ 議員

田口　浩嗣 議員

岩田　芳一 議員

島　　宏樹 議員

松尾　　憲 議員

中井　孝紀 議員

巽　　悦子 議員
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バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
設
置
を

進
め
る
べ
き
で
は

計
画
的
に

設
置
し
て
い
き
た
い

QA QA QA

公
用
車
６８
台
中
、
２５
台
に
設
置
し
て

い
る
。

順
次
設
置
し
て
い
く
。
最
終
的
に
は

全
公
用
車
に
設
置
し
た
い
。

危
険
な
状
態
の
ベ
ン
チ
を
発
見
し
た

場
合
は
、
自
主
撤
去
の
指
導
を
お
こ
な

う
な
ど
、
通
行
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
適
正
な
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

国
道
や
府
道
に
設
置
さ
れ
た
不
法
な

ベ
ン
チ
に
つ
い
て
も
国
や
府
と
連
携
を

本
町
の
バ
ス
停
に
は
道
路
法
に
違
反

す
る
無
許
可
で
設
置
さ
れ
た
広
告
宣
伝

目
的
の
ベ
ン
チ
が
多
数
存
在
し
て
お
り
、

老
朽
化
が
著
し
い
も
の
が
目
立
つ
。

こ
う
し
た
ベ
ン
チ
に
つ
い
て
、
町
の

認
識
と
今
後
の
対
応
は
。

教
員
の
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
現
状

の
認
識
は
。

教
員
の
働
き
方
改
革
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
考
え
な
の
か
。

昨
今
、
あ
お
り
運
転
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
り
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
売
上
が
伸
び
て
い
る
と
聞
く
。

公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設

置
状
況
は
。

残
り
の
公
用
車
に
も
設
置
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
今
後
の
設
置
予
定
は
。

不
法
な
ベ
ン
チ
と
い
え
ど
も
、
な
く

な
れ
ば
困
る
人
も
多
い
。
バ
ス
停
の
ベ

ン
チ
設
置
を
計
画
的
に
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

バ
ス
停
の
環
境
整
備
は
重
要
と
考
え

て
お
り
、
計
画
的
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し

て
い
き
た
い
。

今
年
度
は
久
御
山
工
業
団
地
東
な
ど

の
バ
ス
停
に
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
も
活
用
し
、

バ
ス
停
の
屋
根
の
整
備
も
含
め
て
、
路

線
バ
ス
の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

質　
問

町　
長

教
員
の
働
き
方
改
革
に

ど
う
取
り
組
む
の
か

勤
務
時
間
の
管
理
徹
底
と

健
康
管
理
に
努
め
る

QA QA QA質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

老朽化する不法に設置されたベンチ

ドライブレコーダーの設置が進む公用車

都
市
整
備
課
長

図
り
な
が
ら
、
道
路
が
適
正
に
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

総
務
課
長

総
務
課
長

「
子
ど
も
の
た
め
で
あ
れ
ば
ど
ん
な

長
時
間
労
働
も
よ
し
と
す
る
」
と
い
う

働
き
方
は
、
崇
高
な
使
命
感
か
ら
生
ま

れ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
よ
り
教
員
が

疲
弊
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も

の
た
め
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

地
域
と
学
校
と
の
連
携
・
協
働
、
そ

し
て
家
庭
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
子

ど
も
の
生
活
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

勤
務
時
間
の
管
理
徹
底
と
健
康
管
理
を

意
識
し
た
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
。

教
育
長

教
育
長

芦
あし

田
だ

　祐
ゆう

介
すけ

 議員
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命
に
か
か
わ
る
避
難
が

必
要
と
な
る
重
要
な
情
報
は

避
難
行
動
を
喚
起
す
る
た
め

の
警
戒
レ
ベ
ル
情
報
が
あ
る

QA QA QA

中
央
公
園
整
備
と
併
せ
た
公
共
用
地

の
利
用
や
、
み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
整
備

で
は
、
公
園
や
緑
地
帯
な
ど
土
地
の
有

効
利
用
を
視
野
に
入
れ
て
、
内
水
排
除

対
策
の
整
備
を
進
め
る
。

警
戒
レ
ベ
ル
情
報
は
５
段
階
で
、
数

字
が
大
き
い
ほ
ど
危
険
度
が
高
い
。
警

戒
レ
ベ
ル
３
～
５
は
自
治
体
が
発
令
。

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
は
レ

ベ
ル
３
、
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
は
レ

ベ
ル
４
と
な
る
。

ま
た
、
気
象
情
報
や
河
川
水
位
な
ど

も
、
避
難
行
動
の
た
め
必
要
な
情
報
。

く
み
や
ま
夢
タ
ワ
ー
１
３
７
と
「
も

の
づ
く
り
の
二
刀
流
く
み
や
ま
」
を
本

町
の
柱
と
し
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

命
に
か
か
わ
る
避
難
を
必
要
と
す
る

重
要
な
気
象
情
報
、
災
害
情
報
は
。

ま
た
、
住
民
に
的
確
な
情
報
を
発
信

す
る
方
法
や
流
れ
は
。　
　

予
想
以
上
の
豪
雨
に
も
対
応
で
き
る

備
え
が
必
要
。

用
地
の
有
効
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
、

新
た
に
整
備
す
る
施
設
で
は
、
雨
水
貯

留
浸
透
施
設
を
活
用
し
て
は
。

本
町
の
知
名
度
を
高
め
る
に
は
、
何

多
目
的
オ
ム
ニ
コ
ー
ト（
人
工
芝
）は
、

テ
ニ
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
フ
ッ

ト
サ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
利
用

で
き
る
。
ま
た
、
水
は
け
も
よ
く
、
維

持
管
理
も
楽
で
維
持
費
が
あ
ま
り
か
か

ら
な
い
。

町
内
に
整
備
す
れ
ば
、
年
間
を
通
し

て
、
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
集
え
る
場
と
し
て
活
用
で
き
、

町
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
な
る
が
。

本
町
の
魅
力
発
信
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

今
後
、
体
育
施
設
の
使
用
状
況
や
利

用
者
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、
整
備
の
必

要
性
の
有
無
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質　
問

質　
問

総
務
課
長

産
業
課
長

都
市
整
備
課
長

社
会
教
育
課
長

町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め

何
か
に
特
化
し
て
売
り
出
し
て
は

夢
タ
ワ
ー
１
３
７
と
「
も
の
づ
く
り

の
二
刀
流
」
を
柱
と
す
る

QA QA QA質　
問

質　
問

質　
問

久御山町売り込み隊制作
パンフレット

くみやま夢タワー137

多
目
的
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
の

整
備
は

状
況
を
見
な
が
ら

必
要
性
の
有
無
を
研
究
す
る

QA QA QA

「
久
御
山
町
こ
こ
に
あ
り
」
と
い
う

こ
と
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
と
と
も
に

オ
ー
ル
久
御
山
で
、
す
ば
ら
し
い
久
御

山
町
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

町　
長

避
難
情
報
の
発
令
基
準
は
河
川
水
位
だ

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
か
ら
判
断
す
る
。

情
報
発
信
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の

放
送
、
携
帯
電
話
に
届
く
緊
急
速
報

メ
ー
ル
な
ど
で
伝
え
る
。

か
に
特
化
し
て
売
り
出
す
こ
と
が
必
要
。

「
も
の
づ
く
り
の
二
刀
流
く
み
や
ま
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
は
、
斬
新
な

感
性
で
製
作
さ
れ
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

る
。
国
道
沿
い
や
人
目
の
つ
く
場
所
に

看
板
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
魅
力
発

信
が
必
要
で
は
。

松
まつ

本
もと

　義
よし

裕
ひろ

 議員
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中
なか

野
の

ますみ 議員

小
規
模
企
業
事
業
者
へ
の

支
援
は

地
域
の
産
業
特
性
に
応
じ
た

施
策
を
策
定
し
実
施

QA QA QA

近
隣
市
町
村
の
状
況
も
参
考
に
し
つ

つ
必
要
性
を
見
定
め
て
い
き
た
い
。

地
域
の
産
業
特
性
に
応
じ
た
施
策
を

策
定
し
実
施
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
治
と

共
同
の
会
社
説
明
会
を
毎
月
実
施
し
、

町
内
企
業
の
雇
用
確
保
を
支
援
。

ま
た
、
事
業
継
承
の
相
談
が
あ
れ
ば
、

京
都
中
小
企
業
事
業
継
続
・
創
生
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
地
域
経
済
社
会

担
い
手
の
創
出
を
支
援
し
て
い
る
。

立
場
や
環
境
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
が
、
対
人
関
係
や
学
習
理
解
、
家

庭
環
境
に
お
い
て
悩
み
を
抱
え
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

ま
ず
は
、
生
徒
や
保
護
者
の
思
い
を

受
け
止
め
現
状
を
正
し
く
把
握
す
る
。

そ
し
て
、
学
校
組
織
と
し
て
具
体
策

臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持
つ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
京
都
府
か
ら
１
名
、
毎
週
金

曜
日
に
配
置
し
て
い
る
。

学
校
で
の
相
談
だ
け
で
な
く
、
要
望

に
応
じ
て
家
庭
訪
問
も
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
校
内
設
置
の
ほ
っ
と
ル
ー
ム

や
保
健
室
学
習
で
悩
み
の
相
談
を
す
る

機
会
を
保
障
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進

む
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

小
規
模
企
業
振
興
法
は
従
業
員
５
人

以
下
を
含
む
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援

と
持
続
的
な
発
展
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

本
町
の
支
援
内
容
は
。

全
国
で
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
増

え
て
い
る
。　

不
登
校
に
な
る
理
由
お
よ
び
不
登
校

生
徒
へ
の
学
校
の
指
導
や
対
策
は
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
は
。

ま
た
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
は
。

中
小
企
業
者
が
未
来
に
挑
戦
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
が
必
要
で
は
。

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

産
業
課
長

産
業
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

不
登
校
に
な
る
理
由
は

対
人
関
係
や
家
庭
環
境
の

悩
み
な
ど
が
あ
る

QA QA QA

御
牧
地
区
テ
ス
ト
運
行
の

時
間
帯
や
コ
ー
ス
設
定
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
を

も
と
に
設
定
し
た

QA QA QA

交通不便地解消に向け
テスト運行開始

次のステップへ進めるためのほっとルーム

を
打
ち
出
し
、
保
護
者
と
連
携
を
密
に

と
り
、
将
来
を
み
す
え
た
働
き
か
け
を

す
る
。

御
牧
地
区
の
テ
ス
ト
運
行
は
、
淀

ル
ー
ト
や
中
書
島
ル
ー
ト
が
実
施
さ
れ

る
。
時
間
帯
や
コ
ー
ス
設
定
は
ど
の
よ

う
に
決
定
し
た
の
か
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
朝
６
～
７
時
台

の
通
勤
通
学
に
使
え
る
便
や
夜
６
～
７

時
台
の
自
宅
に
帰
れ
る
便
が
良
い
と
い

う
意
見
を
も
と
に
設
定
し
た
。

ま
た
、
結
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
検

討
が
必
要
と
な
れ
ば
長
期
で
社
会
実
験

に
取
り
組
む
計
画
と
し
て
い
る
。

新
市
街
地
整
備
室
長

質　
問
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田
た

口
ぐち

  浩
こう

嗣
じ

 議員

町
内
企
業
と
の
連
携
と

自
動
運
転
の
取
り
組
み
は

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
導
入
研
究

に
積
極
的
に
取
り
組
む
　

QA QA QA

セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
や
Ｋ
Ｅ
Ｓ
活
動

で
、
コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
量
抑
制
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

働
き
方
改
革
推
進
本
部
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
。
さ
ら
に
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
も
設
置
し
、
課
題
を

洗
い
出
し
、
働
き
方
改
革
を
推
進
し
て

い
る
。

行
政
事
務
を
お
こ
な
う
に
は
、
使
用

ソ
フ
ト
が
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
で
し
か
動

作
し
な
い
も
の
が
あ
る
な
ど
、
向
い
て

い
な
い
と
考
え
た
。

ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
実
現
に
よ
り
残
業

時
間
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
働

き
方
改
革
に
つ
な
が
る
。

ま
ず
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
り
、

何
が
効
率
化
さ
れ
る
の
か
な
ど
、
議
会

と
と
も
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

先
月
、
町
内
企
業
と
意
見
交
換
を
実

施
し
た
。
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
開
発
な
ど
の
視

察
も
約
束
し
、
連
携
を
進
め
て
い
く
と

確
認
し
た
。

町
内
に
は
最
先
端
技
術
を
持
つ
企
業

が
多
く
、
自
動
運
転
な
ど
新
し
い
取
り

組
み
も
期
待
で
き
る
が
。

多
く
の
自
治
体
で
は
、
用
紙
代
や
印

刷
費
、
人
件
費
な
ど
が
か
か
っ
て
い
る

が
、
ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
取
り
組
み
は
。

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、
他
自
治
体

や
部
課
内
で
の
検
討
、
意
見
交
換
な
ど

は
お
こ
な
っ
て
き
た
の
か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
れ
ば
資
料
の

差
し
替
え
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
が
不
要
に
な

り
、
作
業
時
間
短
縮
で
働
き
方
改
革
に

つ
な
が
る
。
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

が
、
導
入
の
検
討
は
し
な
か
っ
た
の
か
。

早
急
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を
目
指
す

考
え
は
。

の
っ
て
こ
バ
ス
廃
止
後
、
の
っ
て
こ

タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
た
が
、
利
用
者
の

多
く
が
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
希
望
し
て

い
る
。

９
月
か
ら
御
牧
地
区
の
公
共
交
通
テ

ス
ト
運
行
は
ど
う
な
る
の
か
。

９
月
３０
日
～
１０
月
４
日
ま
で
の
５
日

間
実
施
す
る
。

朝
６
～
８
時
台
に
京
阪
淀
駅
と
中
書

島
駅
に
行
く
３
便
。
夜
６
～
７
時
に
中

書
島
駅
を
出
る
２
便
。
昼
は
、
淀
駅
か

ら
御
牧
地
区
を
回
り
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み

や
ま
に
行
く
２
便
を
実
施
す
る
。

質　
問

行
財
政
課
長

行
財
政
課
長

行
財
政
課
長

行
財
政
課
長

事
業
建
設
部
担
当
部
長

新
市
街
地
整
備
室
長

早
急
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

の
考
え
は

何
が
効
率
化
さ
れ
る
か

議
会
と
研
究
し
て
い
き
た
い

QA QA QA質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

御牧地区を巡回するテスト運行車

自
動
運
転
は
、
将
来
的
な
公
共
交
通

と
し
て
期
待
さ
れ
、
国
や
京
都
府
に
要

請
・
要
望
を
し
て
い
る
。
実
現
に
む
け

町　
長

て
は
町
内
企
業
と
も
タ
ッ
グ
を
組
ん
で

進
め
、
導
入
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

タブレット導入で働き方改革
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防
災
士
を
地
域
リ
ー
ダ
ー

に
す
る
考
え
は

　
地
域
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
努
め
て
い
く

QA QA QA

小
学
校
の
心
肺
蘇
生
教
育
は
、
実
施

し
て
い
な
い
。
中
学
校
は
、
２
年
生
の

保
健
体
育
の
授
業
に
お
い
て
実
施
。

教
職
員
は
、
毎
年
１
回
実
施
し
、
小

学
校
の
教
員
は
、
水
泳
学
習
前
に
も
救

急
法
に
よ
る
応
急
手
当
に
関
す
る
講
習

を
受
け
て
い
る
。

防
災
士
と
い
う
の
は
民
間
資
格
で
、

今
年
８
月
末
時
点
の
全
国
累
計
は
、
17

万
７
２
６
９
人
、
地
域
防
災
の
担
い
手

と
し
て
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
、
防
災
士
の
現
状
は
。

防
災
士
を
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
災
害
の
備
え
を
一
層
強
化
す
る
必
要

性
が
あ
る
。
今
後
の
考
え
は
。

防
災
士
拡
大
に
向
け
、
啓
発
活
動
の

考
え
は
な
い
の
か
。

突
然
の
心
停
止
か
ら
命
を
救
う
た
め

に
は
、
心
肺
蘇
生
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
知
識
と
技

能
を
普
及
す
る
必
要
が
あ
り
、
学
校
で

の
心
肺
蘇
生
教
育
は
そ
の
柱
と
な
る
。

全
国
に
お
け
る
平
成
２7
年
度
実
績
で
、

小
学
校
４
・
１
％
、
中
学
校
２８
・
０
％
、

高
等
学
校
２7
・
１
％
と
非
常
に
低
い
状

況
。児

童
生
徒
、
教
職
員
に
対
す
る
心
肺

蘇
生
教
育
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

児
童
生
徒
の
命
を
大
切
に
し
、
突
然

死
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
、
今
後
も
、
心

肺
蘇
生
教
育
の
普
及
推
進
が
大
切
。　

学
校
で
の
危
機
管
理
体
制
を
拡
充
し
、

児
童
生
徒
の
命
を
守
る
た
め
の
安
全
な

学
校
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
は
喫
緊
の

課
題
と
考
え
て
い
る
。

本
町
と
し
て
、
今
後
の
方
向
性
は
。

防
災
士
は
、
京
都
府
内
で
１
２
７
５

名
が
認
証
さ
れ
て
お
り
、
本
町
で
は
５

名
の
認
証
者
が
い
る
状
況
。

防
災
士
を
本
町
で
養
成
で
き
て
い
な

い
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
、
防
災
に
対
す
る
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
努
め
た
い
。

命
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
学
習
が
必
要
で
あ
る
。

安
全
な
学
校
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
学

校
の
危
機
管
理
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実

に
努
め
て
い
き
た
い
。

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

総
務
課
長

総
務
部
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

安
全
な
学
校
環
境
へ

今
後
の
方
向
性
は

　
　
　
　

危
機
管
理
体
制
の

さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
る

QA QA QA

質　
問

命を守るための防災訓練

突然死ゼロへ

広
報
紙
の
特
集
記
事
な
ど
で
、
資
格

の
内
容
や
必
要
性
、
現
状
な
ど
を
啓
発

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
長

岩
いわ

田
た

　芳
よし

一
かず

 議員
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

進
捗
状
況
は

　本
年
12
月
工
事
着
手

開
設
は
令
和
３
年
３
月

QA QA QA

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ

に
対
す
る
本
町
の
考
え
は

全
て
の
世
代
・
全
て
の
人
に

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

QA QA QA

特
養
施
設
内
に
設
置
さ
れ
る
防
災
拠

点
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
福
祉
避
難
所

と
し
て
活
用
し
、
平
常
時
は
一
般
介
護

予
防
事
業
の
運
動
教
室
、
認
知
症
カ

フ
ェ
、
認
知
症
講
演
会
や
医
療
の
相
談

会
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

工
事
着
手
は
、
今
年
１２
月
頃
、
完
成

は
令
和
２
年
１２
月
を
予
定
。

開
設
は
令
和
３
年
３
月
を
見
込
む
。

佐
山
西
ノ
口
に
開
設
予
定
の
特
養

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
の
進
捗
状

況
は
。

特
養
は
、
建
物
が
地
上
４
階
建
て
で
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
１
１
０
床
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
1０
床
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
実

施
さ
れ
る
。
他
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

今
回
の
特
養
開
設
に
対
し
、
本
町
が

期
待
す
る
役
割
は
。

特
養
施
設
西
側
の
空
き
地
の
誘
致
は
。

高
齢
者
に
優
し
い
都
市
（
エ
イ
ジ
フ

レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
）
と
は
世
界
的
な

高
齢
化
、
都
市
化
、
都
市
の
高
齢
化
に

対
応
す
る
た
め
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健

機
構
）
が
提
唱
し
た
全
世
界
向
け
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

本
町
で
の
取
り
組
み
は
。

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
構
想

の
考
え
方
に
対
す
る
本
町
の
考
え
は
。

特
養
の
誘
致
や
優
良
田
園
住
宅
構
想

な
ど
の
住
居
施
策
、
移
動
困
難
者
の
た

め
の
の
っ
て
こ
優
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
交

通
施
策
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

運
営
支
援
な
ど
の
雇
用
面
で
の
施
策
が

あ
る
。

ま
た
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
を
拠
点
と

し
て
、
介
護
予
防
事
業
な
ど
の
保
健

サ
ー
ビ
ス
、
荒
見
苑
生
き
が
い
づ
く
り

事
業
や
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
支
援
事

業
な
ど
の
社
会
参
加
の
支
援
を
は
じ
め
、

各
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
進
め
る
「
全
世
代
・
全
員
活
躍

の
ま
ち
構
想
」
の
一
翼
を
担
う
拠
点
と

し
て
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
、
施
設
内
に
整
備
さ
れ

る
防
災
拠
点
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
、

久
御
山
町
民
の
世
代
間
交
流
と
地
域
の

住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る

施
設
と
な
る
よ
う
、
協
力
し
て
施
設
整

備
の
充
実
に
努
め
る
。

回
復
期
に
移
行
す
る
患
者
の
リ
ハ
ビ

リ
型
病
院
な
ど
の
立
地
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。

質　
問

質　
問

町　
長

町　
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

特養の建設予定地（佐山西ノ口）

本
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
高
齢
者
に

対
す
る
施
策
は
、
高
齢
福
祉
担
当
部
署

だ
け
が
取
り
組
む
も
の
で
は
な
く
、
全

体
で
高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
を
目
指
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
は
、
こ
の
Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
提
唱
す
る
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
シ
テ
ィ
の
考
え
方
も
多
く
取
り
入

れ
、
全
て
の
世
代
・
全
て
の
人
に
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
に
進
め
る
。

町　
長

島
しま

　　宏
ひろ

樹
き

 議員



くみやま　議会だより　No.156（16）

修
繕
費
１
億
５
０
０
０
万
円

の
対
応
は

損
害
賠
償
の
主
張
を

し
っ
か
り
と
す
る

QA QA QA

修
繕
費
が
膨
ら
ん
で
お
り
、
非
常
に

憤
り
を
覚
え
て
い
る
。
損
害
賠
償
の
主

張
を
し
っ
か
り
と
し
た
い
。

生
徒
た
ち
が
安
全
に
学
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
修
繕
工
事
を
し
た
い
。

中
学
校
南
校
舎
は
、（
株
）
第
一
土

木
が
施
工
し
、
平
成
21
年
に
完
成
し
た

が
、
タ
イ
ル
の
浮
き
が
約
91
％
で
あ
り
、

通
常
完
成
か
ら
10
年
以
内
の
タ
イ
ル
の

浮
き
率
は
３
％
以
内
で
あ
る
こ
と
か
ら

異
常
な
状
態
が
判
明
し
た
。

全
面
的
な
タ
イ
ル
修
繕
工
事
は
、
タ

イ
ル
面
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯く

体た
い

と
の
間

に
あ
る
下
地
モ
ル
タ
ル
に
つ
い
て
も
、

浮
き
が
判
明
し
設
計
を
変
更
し
た
。

み
ま
き
こ
ど
も
園
は
、
令
和
２
年
度

に
施
設
設
計
、
３
年
度
に
施
設
整
備
、

４
年
度
に
開
園
を
目
指
す
。

２
部
屋
の
増
築
と
、
プ
ー
ル
の
新
設
、

給
食
室
も
敷
地
内
に
０
～
５
歳
児
全
員

分
の
調
理
が
で
き
る
整
備
を
す
る
。

園
庭
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
を
取
り
込
む
こ
と
は
一
つ
の

案
と
し
て
検
討
し
た
い
。

こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
こ
と
で
園
児

数
が
増
え
、
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え

方
に
触
れ
、
学
び
合
い
や
切
磋
琢
磨
の

機
会
が
増
え
た
と
考
え
て
い
る
。

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
取
り
込
む
こ
と

が
決
ま
っ
た
場
合
、
代
替
地
に
つ
い
て

地
元
の
意
向
を
確
認
し
協
議
し
た
い
。

タ
イ
ル
を
貼
る
と
こ
ろ
と
Ｆ
Ｓ
Ｔ
工

法
の
ど
ち
ら
で
も
10
年
以
内
に
タ
イ
ル

が
浮
く
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

仲
裁
の
判
断
は
、
確
定
判
決
と
同
様

の
効
力
を
有
す
る
。

中
学
校
南
校
舎
の
外
壁
タ
イ
ル
修
繕

工
事
は
、
工
事
内
容
が
変
更
さ
れ
、
工

期
も
今
年
の
７
月
31
日
ま
で
延
長
し
た

が
、
完
了
し
て
も
タ
イ
ル
が
は
が
れ
て

い
る
部
分
と
残
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
で
あ
り
、

避
難
場
所
で
も
あ
る
校
舎
の
修
繕
工
事

が
長
期
間
続
く
異
常
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
経
過
は
。

タ
イ
ル
が
残
っ
て
い
る
部
分
も
液
剤

を
注
入
す
る
Ｆ
Ｓ
Ｔ
工
法
で
修
繕
し
、

タ
イ
ル
の
な
い
部
分
は
貼
り
直
す
と
聞

い
て
い
る
が
、
耐
用
年
数
に
差
が
出
な

い
の
か
。
ま
た
、
仲
裁
の
状
況
は
。

６
億
４
０
０
０
万
円
で
建
て
た
校
舎

を
１
億
５
０
０
０
万
円
も
か
け
て
修
繕

し
よ
う
と
す
る
異
常
な
状
況
で
あ
る
。

町
は
被
害
者
だ
が
対
策
は
。

み
ま
き
こ
ど
も
園
の
一
体
化
施
設
に

向
け
て
、
十
分
な
広
さ
の
園
庭
や
送
迎

用
駐
車
場
の
確
保
、
給
食
室
や
プ
ー
ル

の
設
置
な
ど
の
検
討
状
況
は
。

園
庭
の
広
さ
を
確
保
す
る
た
め
に
、

隣
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
取
り
込
み
、

代
替
地
に
保
育
所
の
跡
地
の
一
部
を
利

用
す
る
考
え
は
。

質　
問

質　
問

質　
問

町　
長

学
校
教
育
課
長

教
育
長

教
育
長

教
育
次
長

み
ま
き
こ
ど
も
園
の

一
体
化
施
設
は

令
和
４
年
度
の
開
園
を

目
指
す

QA QA QA

修繕工事が続く久御山中学校南校舎

本園・分園の一体化を進めるみまきこども園

中
なか

井
い

　孝
たか

紀
のり

 議員
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性
急
な
水
道
料
金
改
定

町
長
の
見
解
は

限
り
あ
る
期
間
内
で
説
明
し

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る

QA QA QA昭
和
４３
年
以
来
５０
年
間
安
全
・
安
心

な
水
を
安
定
的
に
供
給
し
て
き
た
。
人

口
減
少
や
節
水
意
識
の
高
ま
り
、
大
口

使
用
者
の
井
水
併
用
な
ど
の
影
響
で
、

給
水
量
が
減
少
し
、
給
水
収
益
は
大
幅

に
減
。
加
え
て
今
後
は
計
画
的
な
耐
震

化
と
効
率
的
な
更
新
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
り
、
約
７０
億
の
費
用
を
要
す
る
。

平
成
27
年
に
府
営
水
値
上
げ
が
あ
っ

た
が
、
す
ぐ
に
料
金
を
値
上
げ
す
る
の

で
は
な
く
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
と
今

後
の
在
り
方
検
討
委
員
会
の
協
議
で
考

え
る
、
と
い
う
の
が
重
要
な
プ
ロ
セ
ス

と
考
え
た
。

水
道
事
業
は
、
公
共
の
福
祉
を
増
進

す
る
よ
う
運
営
さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
。
町
長
の
考
え
方
、
今
後
の
見

通
し
は
。

町
総
合
計
画
で
も
、
人
口
減
少
は
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
に
加
え
、

京
都
府
営
水
の
料
金
が
上
が
れ
ば
水
道

料
金
が
切
迫
す
る
こ
と
は
明
白
。

17
年
の
間
、
住
民
負
担
軽
減
と
い
う

名
の
も
と
で
、
料
金
改
定
を
見
過
ご
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
料
金
改
定
の
背
景
は
。

今
ま
で
の
府
営
水
と
の
契
約
は
、
ま

た
値
上
げ
時
の
交
渉
は
ど
う
か
。

今
回
の
改
定
の
大
き
な
要
因
で
あ
る

府
営
水
の
値
上
げ
に
つ
い
て
、
府
へ
の

要
望
は
。

水
道
料
金
は
、
住
民
生
活
に
非
常
に

影
響
す
る
。

水
道
料
金
だ
け
で
い
う
の
で
は
な
く
、

町
全
体
の
事
業
見
直
し
も
含
め
、
住
民

へ
の
丁
寧
な
説
明
で
、
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
が
肝
心
と
思
う
が
、
な
ぜ
、

性
急
に
増
額
改
定
を
進
め
る
の
か
。

平
成
５
年
に
需
要
増
を
見
込
ん
で
、

府
営
水
１
万
１
２
０
０
㎥
に
し
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
平
成
２７
年
値
上
げ
時
は
、

府
へ
激
変
緩
和
要
望
を
出
し
し
の
い
だ
。

府
営
水
の
建
設
負
担
金
の
２５
％
、
従

量
料
金
の
４０
％
値
上
げ
答
申
に
対
し
て

は
、
府
知
事
に
値
上
率
の
緩
和
を
要
望

し
た
。
ま
た
、
近
隣
市
町
に
よ
る
要
望

活
動
も
予
定
し
て
い
る
。

昨
年
９
月
か
ら
９
回
の
水
道
事
業
検

討
委
員
会
で
の
協
議
内
容
な
ど
全
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
き
た
。
ま

た
議
会
で
も
委
員
会
な
ど
で
説
明
、
８

月
末
に
は
住
民
説
明
会
も
実
施
し
、
限

り
あ
る
期
間
内
で
、
お
お
む
ね
理
解
を

い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
る
。

水
道
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
後
世
に
ツ
ケ
を
残
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
、
何
と
か
ご
理
解
を
得
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

耐震化工事を終えた佐古浄水場

町　
長

町　
長

町
長
・
上
下
水
道
課
長

町　
長

町　
長

こ
の
１７
年
間
、
住
民
負
担
軽
減
策
と

し
て
、
経
営
努
力
を
す
る
な
か
で
据す

え

置
き
し
て
き
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
景
気
動
向
を
に
ら

み
、
か
つ
住
民
負
担
軽
減
を
考
慮
し
て

き
た
が
、
３０
年
度
に
未
処
理
欠
損
金
を

出
し
、
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
た
財
政
状
況
と
な
っ
た
。

後
の
世
代
に
負
担
を
先
送
り
で
き
な

い
た
め
今
回
の
判
断
に
踏
み
切
っ
た
。

上
下
水
道
課
長

松
まつ

尾
お

　　憲
あきら

 議員
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来
年
は
府
営
水
量
を
減
ら
す

と
理
解
し
て
よ
い
か

減
ら
す
と
い
う
の
は

難
し
い

QA QA QA

京
都
府
は
、
水
源
整
備
費
の
確
保
と

浄
水
場
の
建
設
整
備
を
お
こ
な
っ
て
い

る
の
で
、本
町
の
都
合
で
「
減
ら
し
て
」

と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
。

今
後
、
浄
水
場
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン

グ
を
実
施
し
、
器
を
減
ら
す
話
に
な
っ

た
時
に
は
、
応
じ
て
も
ら
え
る
と
思
う

が
、
翌
年
度
の
契
約
は
、
１
万
１
２
０

０
㎥
の
ま
ま
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

生
活
基
盤
施
設
耐
震
化
等
交
付
金
が

あ
る
。
他
に
は
一
般
会
計
か
ら
「
繰
り

出
し
基
準
」
に
基
づ
い
た
繰
り
入
れ
が

あ
り
、
消
火
栓
の
維
持
管
理
負
担
金
と
、

そ
の
ほ
か
に
使
う
。

今
回
は
、
あ
ま
り
に
も
引
き
上
げ
率

が
高
過
ぎ
る
。

口
径
13
㍉
の
場
合
、
使
用
水
量
が
８

～
1９
㎥
で
は
、
最
高
で
４４
・
１
％
、
少

な
く
て
も
２４
％
以
上
の
引
き
上
げ
と
な

る
。
ま
た
、
口
径
２０
㍉
で
も
、
使
用
水

量
11
～
1８
㎥
の
方
は
、最
高
で
3５
・７
％

に
な
る
。

地
方
自
治
法
第
１
条
２
項
で
は
、
国

は
「
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
及
び
自

立
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
京
都

府
か
ら
の
貸
し
付
け
や
補
助
な
ど
の
内

容
と
は
。

来
年
３
月
31
日
で
京
都
府
営
水
道
供

給
量
の
『
協
定
』
の
期
限
が
切
れ
る
。

協
定
書
に
は
、
給
水
量
は
特
段
の
事
情

が
な
い
限
り
久
御
山
町
か
ら
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
水
量
と
あ
る
。

仮
に
、
１
日
１
万
２
０
０
０
㎥
を
８

０
０
０
㎥
と
し
た
ら
、
約
６
０
０
０
万

円
ほ
ど
軽
減
で
き
る
。

平
成
２7
年
1０
月
3０
日
の
協
定
で
も
、

「
一
般
会
計
か
ら
も
な
か
な
か
繰
り

入
れ
が
難
し
い
」「
利
用
者
が
払
っ
て

く
だ
さ
い
」
で
は
、
一
般
企
業
な
ら
、

お
客
さ
ん
が
怒
っ
て
し
ま
う
。

い
つ
ま
で
も
、
毎
年
、
毎
年
、
６
０

０
０
万
円
近
く
、
私
た
ち
か
ら
い
え
ば

「
無
駄
な
料
金
を
使
っ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

「
本
町
は
９
０
０
０
㎥
、
ま
た
は
８

０
０
０
㎥
で
い
き
た
い
」
と
、
経
営
者

と
し
て
き
ち
ん
と
京
都
府
と
詰
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
言
わ
れ
る
ま
ま
で
は
、

経
営
者
と
し
て
、
だ
め
で
は
な
い
の
か
。

受
水
市
町
の
一
部
で
、
水
需
要
に
応

じ
た
見
直
し
を
求
め
る
意
見
も
あ
る
。

府
『
中
間
報
告
』
に
、「
十
分
準
備
期

間
を
と
っ
て
検
討
し
て
い
く
」
と
あ
る
。

そ
の
時
に
い
ろ
い
ろ
と
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

質　
問

副
町
長

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

質　
問

質　
問

本
会
議
の
開
催
を
柔
軟
に

平
成
５
年
か
ら
と
同
水
量
（
１
日
１
万

１
２
０
０
㎥
）
を
約
束
し
て
い
る
が
、

来
年
４
月
か
ら
「
水
量
を
減
ら
す
」
と

理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

(a)建設負担水量　（㎥） 4,088,000 4,099,200 4,088,000 4,088,000 4,088,000

(b)実使用水量　 （㎥） 1,715,353 1,620,179 1,544,222 1,497,866 1,461,545

実使用水量率　　(b)÷(a) 42.0% 39.5% 37.8% 36.6% 35.8%

(a)料金（消費税含）（円） 181,016,640 181,512,576 194,261,760 194,261,760 194,261,760

(b)料金（消費税含）（円） 33,346,457 31,496,274 33,355,191 32,353,901 31,569,366

合計＝（a+b）  （円） 214,363,097 213,008,850 227,616,951 226,615,661 225,831,126

＜府営水の単価＞

H26・27年度 H28年～30年度

建設負担料金（基本料金） 41円／㎥ 44円／㎥
使用料金（従量料） 18円／㎥ 20円／㎥

水
量

◆京都府営水の受水量（基本水量）と実使用水量

料
金

巽
たつみ

　　悦
えつ

子
こ

 議員

口径13㍉では水量によって引き上げ率が24%を超える
（写真は水道メーター）

＊町「決算資料」より作成
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本
町
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
4
回

の
会
期
か
ら
、
１
年
間
を
会
期
と
す
る

通
年
議
会
（
地
方
自
治
法
第
１
０
２
条

第
２
項
）
の
導
入
に
つ
い
て
、
具
体
化

に
向
け
た
協
議
を
始
め
た
。

通
年
議
会
は
、
年
間
を
通
じ
て
必
要

時
に
本
会
議
を
開
催
で
き
る
た
め
、
執

行
機
関
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
強
化
で
き

る
。
同
時
に
、
議
会
に
よ
る
住
民
へ
の

情
報
公
開
が
よ
り
可
能
と
な
る
。

1
年
間
を
会
期
と
す
る
こ
と
で
、
大

規
模
な
災
害
発
生
時
な
ど
緊
急
を
要
す

る
議
会
開
催
も
、
議
会
の
招
集
権
に
よ

り
、
議
長
が
招
集
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

敏
速
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。

1
年
を
通
し
て
審
議
す
る
こ
と
で
、

住
民
の
福
祉
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
る
。

6/6
前年度議会運営委員
会より通年議会の課
題事項などの引き継
ぎ

6/13
課題事項の検討、新
人議員への説明

6/19・7/22
通年議会試行に向け
た実施期間、時期の
検討

8/22
常任委員会付託、予
算・決算の常任委員
会化、一般質問日程、
タブレット導入など
の具体化検討

8/28・9/20
本格実施に向けた協
議

◆
議
案
の
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

◆
一
般
質
問
を
定
例
会
開
会
後
の
早

　
　

い
日
程
で
実
施

◆
予
算
・
決
算
の
審
議
を
特
別
委
員

　
　

会
か
ら
常
任
委
員
会
へ
移
行

◆
議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

「通年議会」など
具体化に向けた協議始める

議会運営委員会

本
会
議
の
開
催
を
柔
軟
に

＝
そ
の
他
協
議
中
の
課
題
＝

令和元年度（議員改選後）
からの協議経過

◆通年議会採用の町村数
　　

形態 採用町村数

通年議会 招集回数の運用に
より実施

30
地方自治法102条第2項

通年の会期制 通年の会期制を
採用

24
地方自治法102条の2

＊全国町村議長会「平成 30 年度全国町村議会実態調査」より
＊京都府下では、京都市・亀岡市・精華町の議会が「通年議会」

を採用している。

敏
速
な
議
会
対
応
が
で
き
る

（調査対象927町村、 H30.7現在）
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先
進
地
に
学
ぶ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

広
報
広
聴
委
員
会
は
、
８
月
29
日
・

30
日
の
２
日
間
、
地
域
懇
談
会
や
議
会

だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
、
行
政
視
察

を
お
こ
な
っ
た
。

箱
根
町
は
、
人
口
１
万
１
２
３
６
人
、

面
積
は
93
㎢
。
１
９
５
６
年
に
5
町
村

が
合
併
し
誕
生
し
た
。

地
域
懇
談
会
の
取
り
組
み
お
よ
び
議

会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
・
協
力
関

係
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

安
八
町
は
、
人
口
１
万
５
０
０
６
人
、

面
積
18
㎢
で
、
本
町
と
規
模
が
よ
く
似

て
い
る
。

過
去
３
回
（
平
成
21
・
22
・
28
年
）

に
全
国
町
村
議
長
会
主
催
の
『
議
会
だ

よ
り
』
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
編
集
・

デ
ザ
イ
ン
部
門
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い

る
安
八
町
を
視
察
し
た
。

「
議
会
と
町
民
の
対
話
」「
説
明
責
任

と
意
見
情
報
の
収
集
」
を
議
会
改
革
の

一
環
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
具
体
策
と

し
て
、
①
議
会
報
告
会
②
町
民
と
の
意

見
交
換
会
を
位
置
付
け
て
い
る
。

意
見
交
換
会
は
、
町
民
や
団
体
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
年
1
～
2
回
実
施
し

て
い
る
。

あ
り
の
ま
ま
町
民
の
立
場
の
も
と
で

編
集
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
、
常
に
そ

の
原
点
に
戻
っ
て
作
成
し
て
い
る
。

研
修
会
の
冒
頭
で
編
集
委
員
長
が
述

べ
た
「
手
に
取
っ
て
見
て
も
ら
え
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
」
と
の
言
葉
は
、

こ
う
し
た
努
力
が
あ
っ
て
初
め
て
繋

が
っ
て
く
る
と
感
じ
た
。

ま
た
、
議
員
の
一
般
質
問
で
は
、
臨

場
感
を
だ
す
た
め
、
議
場
で
質
問
し
て

い
る
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。

箱
根
町
の
地
域
懇
談
会
の
取
り
組
み

で
は
、
議
会
報
告
会
と
意
見
交
換
会
に

分
け
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
や
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
い
る
こ
と

が
参
考
に
な
っ
た
。

安
八
町
で
は
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集

力
を
つ
け
る
た
め
の
積
極
的
な
努
力
が

感
じ
ら
れ
た
。

本
町
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、

さ
っ
そ
く
今
号
か
ら
一
般
質
問
の
顔
写

真
は
議
場
で
の
写
真
を
掲
載
し
た
。

安
八
町
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の

最
大
の
悩
み
は
「
文
字
が
多
い
、
見
出

し
が
弱
い
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

小
学
６
年
生
の
自
治
体
験
学
習
「
箱

根
町
議
会
へ
出
か
け
よ
う
」
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

平
成
27
年
か
ら
授
業
の
一
環
と
し
て

取
り
組
み
、
自
主
制
作
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活

用
し
て
い
た
。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
、

年
4
回
の
議
会
だ
よ
り
発
行
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
送
付
し
、
協
力
を
お
願
い
し

て
い
る
。

回
答
に
は
、
表
紙
写
真
、
一
般
質
問

に
関
す
る
も
の
や
、
編
集
技
術
的
な
指

摘
も
あ
っ
た
。

箱は
こ

根ね

町ま
ち

（
神
奈
川
県
）

安あ
ん

八ぱ
ち

町ち
ょ
う（
岐
阜
県
）

議
会
と
町
民
の
対
話
か
ら

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
広
報
紙
に

―
意
見
交
換
会
を
町
政
に
反
映

―
方
針
は
「
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
」

―
プ
ロ
の
協
力
を
う
け
て

―
「
箱
根
町
議
会
に
行
こ
う
」

―
「
議
会
だ
よ
り
」
モ
ニ
タ
ー

そ
こ
で
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善
を
お

こ
な
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
ま
ず
は
、

プ
ロ
の
協
力
を
う
け
た
。

◆
今
回
の
視
察
を
終
え
て
◆

地域懇談会の取り組みなどの説明を受ける（箱根町）

レイアウトに質問が集中（安八町）
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8
月
27
日
に
「
市
町
村
議
会
広
報
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
が
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
で
開

催
さ
れ
、
本
町
議
会
の
広
報
広
聴
委
員

会
が
参
加
し
た
。

研
修
会
で
は
、
講
師
の
芳よ

し

野の

政ま
さ

明あ
き

氏

（
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
）
が
、
参
加

し
た
19
市
町
村
の
議
会
だ
よ
り
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
指
導
・
助
言
）
と
議
会
だ
よ

り
発
行
の
基
本
と
編
集
に
つ
い
て
講
演

を
し
た
。

地方自治の政権課題に聞き入る議員

「情報なくして住民参加なし」
市町村議会広報クリニック

議会広報発行の法的根拠は自治法115条

●
発
行
目
的
に
沿
っ
た
編
集
か

芳
野
氏
は
、
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

で
は
、「
議
会
の
焦
点
、
地
域
課
題
と

政
策
の
決
定
経
過
の
概
要
が
わ
か
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
か
」
と
投
げ

か
け
、
議
事
公
開
の
徹
底
／
議
会
決
定

の
プ
ロ
セ
ス
／
議
会
機
能
の
発
揮
が
見

え
る
／
読
者
へ
の
配
慮
／
住
民
参
加
／

迅
速
性
の
検
証
を
求
め
た
。

７
月
26
日
に
京
都
府
町
村
議
会
議
員

研
修
会
が
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
で
お
こ
な

わ
れ
、
全
議
員
が
こ
の
研
修
会
に
参
加

し
た
。

講
演
は
、
山や

ま

田だ

啓け
い

二じ

氏
（
京
都
産
業

大
学
学
長
補
佐
・
前
京
都
府
知
事
）
が

「
地
方
自
治
の
未
来
」
を
、
田た

﨑ざ
き

史し

郎ろ
う

氏
（
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
駿
河
台

大
学
客
員
教
授
）
が
「
政
権
の
課
題
と

ポ
ス
ト
安
倍
の
行
方
」
を
各
人
の
経
験

を
交
え
、
論
じ
た
講
演
で
あ
っ
た
。

●
「
住
民
に
伝
わ
る
」…
を
目
指
す

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
類
似
の
事
例
を

提
示
さ
れ
る
た
め
、
非
常
に
わ
か
り
や

す
か
っ
た
。

当
広
報
広
聴
委
員
会
も
、「
住
民
に

伝
わ
る
」「
情
報
公
開
」
が
基
本
の
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
い
く
。

●
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
編
集
か

住
民
に
手
に
取
っ
て
も
ら
う
ア
イ

キ
ャ
ッ
チ
や
訴
求
力
の
あ
る
表
紙
か
／

記
事
は
わ
か
り
や
す
い
か
／
見
出
し
に

訴
求
力
や
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
割
り
付
け

か
な
ど
、
編
集
の
基
本
を
述
べ
た
。

▼「
見
出
し
」
の
出
し
方
な
ど
、

全
体
と
し
て
水
準
の
高
い
議
会

広
報
紙
。

▼
代
表
質
問
・
一
般
質
問
は
、
見

出
し
が
的
確
・
記
事
の
要
約
も

い
い
。

 

見
出
し
や
写
真
は
、
基
本

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
要
検
討
。

▼「
こ
の
ま
ち
こ
の
ひ
と
」
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
、
引
き
つ

け
る
内
容
。
そ
の
ほ
か
に
住
民

が
行
政
や
議
会
に
要
望
な
ど
の

常
設
を
。

＝
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ポ
イ
ン
ト
＝

クリニックを受けた
５月１日号の

『くみやま議会だより』

地
方
自
治
の

　
未
来
予
想
を

町
村
議
会
議
員
研
修
会
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まなざし真剣

はじめての議会傍聴

質問者が回答に対して
自分の意見を述べることで
新たな課題や考え方が生ま
れ、よりよい政策が生み出
されていくと思った。
久御山町のためにさま

ざまな政策が考えられ実行
されていると感じた。

初めて議場に入り議会
を見たが、独特の緊張感が
あった。発言者は必ず挙手
をして議長の許可を得てか
ら発言することが徹底さ
れ、驚いた。
公用車のドライブレコ

ーダーやナイトプールな
ど、興味深い話題もあった。

はじめは話が少し難し
く理解するのに時間がかか
ったが、防災など住民のた
めに話し合いをしている姿
を見て、うれしく感じた。
「ねぎタワー」など私に
は思いつかない発想があり
面白かった。

水道料金改定の話では、
人口減少や環境問題の話ま
で出て、一つのことを変え
るということは、こんなに
大変なのかと驚いた。
久御山町をよくしたい

という思いが伝わった。

久御山高校２年生の感想
見た・聴いた・感じた　久御山町議会とは？

２年１組
早
はや

川
かわ

　実
み

穂
ほ

 さん

２年２組
三
み

宅
やけ

　悠
ゆう

理
り

 さん

２年１組
	讃
さぬ
井
い
　悠

ゆう
	さん

２年７組
溝
みぞ

口
ぐち

　純
じゅんき

己 さん

今年で４年目となる久御山高校
の議会傍聴。
９月議会の一般質問（18日・
19日）には、２年生１１７名が
議会を傍聴しました。
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議
会
見
学
会
の
後
、
議
会
や
議

員
に
ご
意
見
の
あ
る
方
、
少
し
お

話
を
し
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
担
当

の
議
員
が
お
聞
き
し
ま
す
。

　
午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

の
間
、
本
会
議
場
や
委
員
会
室
な

ど
を
一
般
公
開
し
、
議
会
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
必
要
に
応
じ
て
、
議
員
が
案
内

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
議
会
の
雰

囲
気
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

き
て
・
み
て
・
議
会

き
て
・
み
て
・
議
会

11
月
２
日（
土
）、

町
民
文
化
祭
へ

お
越
し
の
際
は

久
御
山
町
は
、
町
制
施
行
65
周
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
人

で
言
え
ば
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
始

ま
り
の
年
齢
で
し
ょ
う
か
。
議
員
の

平
均
年
齢
と
比
較
す
る
と
…
、
い
や

い
や
、
そ
れ
は
や
め
て
お
き
ま
す
。

ど
う
し
て
も
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、「
ち
ょ
こ
っ
と
懇
談
会
」「
ほ

ん
わ
か
せ
っ
し
ょ
ん
。」
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

林　

吉
一

♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦

【広報広聴委員会】
委 員 長　巽　　悦子
副委員長　林　　吉一
委　　員　芦田　祐介
　　　　　松尾　　憲
　　　　　田口　浩嗣
　　　　　樋口　房次
　　　　　岩田　芳一
オブザーバー
議　　長　内田　孝司

編
集
後
記

８
月
号
に
掲
載
し
た
題
字
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
で
、
井
阪
凪
紗
さ
ん
の
お
名

前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

【
正
】
井
阪　

凪
紗

【
誤
】
井
阪　

凪
沙

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
お
詫
び
と
訂
正

ほ
ん
わ
か

せ
っ
し
ょ
ん
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
、
ほ
ん
と
う
の
議
会
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
町

議
会
は
『
ほ
ん
わ
か
　
せ
っ
し
ょ
ん
。』（
地
域
懇
談
会
）
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

「
せ
っ
し
ょ
ん
」
は
英
語
で session 
と
つ
づ
り
、「
集
会
」
な
ど
の
意
味

を
も
ち
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
「
集
会
」
に
顔
を
出
す
よ
う
な
お
気
持
ち
で
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ほ
ん
わ
か
　
せ
っ
し
ょ
ん
。」
第
１
弾
は
10
月
26
日
（
土
）
に
「
な
ん
で

こ
う
な
る
？
水
道
料
金
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
２
弾
を
11
月
10
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

い
か
が
で
す
か
？

子
育
て
環
境

中央公民館

11/10
日PM１時～

※

同
日
に
開
催
さ
れ
る
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
後
に
お
こ
な
い
ま
す

議
会
報
告
＋〈
テ
ー
マ
〉懇
談
会
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表
紙
の「
く
み
や
ま
」を
書
い

た
の
は
藤
原 

楓ふ
う

和か

さ
ん
で
す
。

久御山中学校3年生
藤原 楓和 さん

中
学
校
体
育
大
会
で
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
競
技
リ
ー
ダ
ー
や
実
行
委
員
会
、

ま
た
最
高
学
年
と
し
て
頑
張
り
ま

し
た
。

中
学
校
3
年
間
は
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
に
入
部
し
て
い
た
の
で
す

が
、
高
校
で
は
軽
音
楽
部
に
入
部
し
、

ド
ラ
ム
に
挑
戦
し
ま
す
。
い
ま
好

き
な
バ
ン
ド
は
、M

A
N W

ITH A
 

M
ISSION

で
す
。

将
来
な
り
た
い
職
業
は
、
お
母

さ
ん
と
同
じ
保
育
士
。
そ
し
て
、「
私

を
育
て
て
く
れ
た
お
母
さ
ん
の
よ

う
な
母
親
に
な
る
こ
と
」
が
、
将

来
の
夢
で
す
。

世界選手権大会　準決勝の藤本さん（右側）

＊
題
字
は
、
中
学
２
年
生
終
了
直
前
の
作
品

久
御
山
中
学
校
・
久
御
山
高
校
を
卒

業
。
現
在
は
母
校
久
御
山
高
校
で
教

き
ょ
う
べ
ん鞭

を
と
り
、
剣
道
部
顧
問
と
し
て
大
活
躍

の
藤
本
美
さ
ん
を
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

世
界
３
位

昨
年
９
月
、
第
17
回
世
界
剣
道
選
手

権
大
会
（
韓
国
仁
川
市
）
に
、
社
会
人

と
し
て
初
出
場
し
た
藤
本
さ
ん
。

延
長
戦
の
末
、
負
け
は
し
ま
し
た
が

見
事
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

「
対
策
を
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
結
果

が
出
せ
た
。
油
断
は
ダ
メ
。
最
後
ま
で

力
を
出
し
切
ら
な
い
と
！
」
藤
本
さ
ん

は
分
析
し
ま
す
。

壁
か
ら
は
い
上
が
る

剣
道
と
の
出
会
い
は
、
５
歳
の
時
。

道
場
で
見
た
４
歳
上
の
兄
へ
の
憧
れ
で
。

中
学
・
高
校
と
常
に
チ
ー
ム
を
引
っ

張
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
個
人
ベ
ス
ト
８
。

大
学
は
推
薦
で
鹿か

の
や屋
体
育
大
学
に
進
学
。

大
学
入
学
直
後
、
高
校
ま
で
は
常
に

一
番
が
当
た
り
前
で
し
た
が
、
周
り
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
と
自
分
の
力
不
足
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

絶
対
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
！

大
学
２
回
生
の
時
、
コ
ー
チ
の
「
推

薦
入
学
で
試
合
に
出
場
で
き
な
い
の
は
、

君
が
初
め
て
」
の
言
葉
で
、「
絶
対
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
な
る
」
と
目
標
が
明
確
に

な
り
、「
自
分
が
変
わ
っ
た
」。

全
日
本
代
表
合
宿
で
は
、
レ
ベ
ル
の

違
い
に
驚
き
ま
し
た
が
、「
負
け
る
の

は
イ
ヤ
！
」
こ
こ
で
も
自
分
を
見
直
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
人
２
年
目
の
２
０
１
５
年
、
世

界
大
会
出
場
は
、
目
前
で
落
選
。
そ
の

時
の
両
親
の
落
胆
ぶ
り
を
見
て
、「
期

待
を
裏
切
っ
た
」「
も
う
１
回
や
り
直

し
」
と
、
ま
た
も
や
思
い
直
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
を
も
っ
と
上
へ
！

「
一
番
を
目
指
す
な
ら
本
気
で
や
れ
！
」

と
自
ら
の
体
験
と
剣
道
の
醍
醐
味
を
熱

く
生
徒
に
伝
え
て
い
ま
す
。

「
生
徒
を
も
っ
と
上
へ
連
れ
て
い
く
」

　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

久
御
山
高
校
教
諭

藤
本 

美
さ
ん

め
い

一
番
を
目
指
す
な
ら
本
気
で

一
番
を
目
指
す
な
ら
本
気
で

このまち
このひと
このまち
このひと
No.25




